
 

「新たな総合計画策定に係るタウンミーティング」意見の概要と市の考え方 

 

 令和５年５月１２日（金）から５月２１日（日）までの間、オンライン及び市内２会場で全６回四街道市総合計画基本構想骨子案に係る

意見交換手続を行ったところ、以下のとおり意見がありました。 

意見の概要と意見に対する市の考え方を公表します。提出された意見については、四街道市総合計画基本構想及び基本計画を策定するう

えでの参考にさせていただきます。 

 

１.参加者数：６９人 

 

２.意見の件数：８２件 

 

３.開催概要 

 日 時 会 場 参加人数 

第１回 ５月１２日（金）２０時００分から２１時３０分まで オンライン ５人 

第２回 ５月１４日（日）１０時００分から１１時３０分まで わろうべの里 １８人 

第３回 ５月１４日（日）１４時００分から１５時３０分まで わろうべの里 １５人 

第４回 ５月１６日（火）１０時００分から１１時３０分まで オンライン ３人 

第５回 ５月２１日（日）１０時００分から１１時３０分まで 文化センター １１人 

第６回 ５月２１日（日）１４時００分から１５時３０分まで 文化センター １７人 

  



４.基本構想骨子案に対する意見の概要 

№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

１ 全般（基本構

想） 

今回の基本構想骨子（案）について、現行計画との違い

を伺いたい。 

現行計画との違いについては、子育て世帯が増加傾向に

あることから、その視点を重視しています。人口維持・

まちの活性化には子どもが重要だと認識しています。 

そのほか、SDGsの視点や自然災害への対応、デジタル化

など現行計画の中で起きた社会変化への対応について調

査検討を進めていますが、具体的な取組については基本

計画に落とし込むことになります。 

２ 全般（基本構

想） 

「Yotsukaido Happy Road」というキャッチコピーが、分

かりやすくて心に響いた。 
－ 

３ 全般（基本構

想） 

基本構想に同感した。 
－ 

４ 全般（基本構

想） 

基本構想骨子案について、四街道らしさに魅力を感じ

た。 
－ 

５ 全般（基本構

想） 

４つの道はすごく良いと思う。期待している。 
－ 

６ 全般（基本構

想） 

基本構想の４つの道に大賛成である。 
－ 

  



 

５.基本計画に関する意見の概要 

№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

１ 全般（計画の

評価） 

計画について、より市民が知ることが重要だと思う。計

画の検証結果の周知をお願いしたい。 

総合計画について、市民みんなでつくり、みんなで実践

できるものとなるよう、内容等の周知を図ってまいりま

す。 

２ 全般（計画の

評価） 

令和６年度を開始年度とする新たな総合計画を策定する

とのことだが、現行計画の評価はどのようになっている

のか。 

令和４年度に実施した現行の総合計画の進行管理（令和

３年度実績）では、進行管理対象事業の実施状況が 

２１０事業中１９４事業、９２．４％、施策指標の進捗

状況は、進捗が４４指標中２１指標で４７．７％となっ

ています。 

３ 全般（計画の

評価） 

現行計画の総括が必要だと思うが、総括を踏まえた取組

のスクラップ＆ビルドは行うのか。 

現行計画の総括について、進行管理を実施しており、結

果の反映を進めてまいります。 

４ 子ども家庭支

援 

子どもに関する取組についての将来ビジョンはどのよう

に考えているのか。 

子育て世帯に寄り添った取組が必要だと考えておりま

す。 

また、市内で働く場が増えることにより、通勤時間が短

縮され、子どもとの時間やワークライフバランスがとれ

ることから、今後、企業立地をしっかりやっていきたい

と思います。 

５ 子ども家庭支

援 

子育て世帯の補助ではなく負担を軽減するような取組が

必要ではないか。 

ご意見を参考にさせていただきます。 



№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

６ 子ども家庭支

援 

保育園が毎年増えているが、そこまで必要がないのでは

ないか。 

国基準の待機児童数 0人を維持するべく、必要な保育園

の確保を行っているところです。今後については、社会

状況を踏まえたうえで判断してまいります。 

７ 子ども家庭支

援 

子どもの発想力を養うことが重要だと思っているが、わ

ろうべの里ではスマホや電子機器が利用できない点が良

い。鷹の台でも子どもの居場所づくりをボランティアで

やったこともあったが、継続させることが難しかった。

鷹の台にも施設があればと思う。 

子どもの想像力を高めることが大切だと認識していま

す。自然のなかで学習することも大切であり、地域資源

の活用も考えられます。すべての地域に児童施設を置く

ことは難しいので、適切な方法の調査検討を進めてまい

ります。 

８ 子ども家庭支

援 

１７人に１人がヤングケアラーと言われているが、実際

はもっと多いのではないかと危惧している。経済的な負

担も大きいと思うので、市として調査をすることは考え

ているか。 

今後実施を予定している、子どもの貧困調査のなかで状

況把握を行ってまいります。 

９ 子ども家庭支

援 

保育士の配置改善に係る補助金の拡充、支援が必要な園

児に関する補助金の拡充、保育士の処遇改善のための手

当等の拡充についていかがお考えか。 

令和４年度に市内の保育施設等を訪問した際、複数の保

育園から同様のご意見をいただいており、現在検討を進

めているところです。 

１０ 高齢者支援 超高齢社会・人生１００年時代を見据えた取組が必要だ

と思うがいかがか。 

超高齢社会や人生１００年時代を見据えた取組につい

て、健康の視点と元気な高齢者のまちづくりへの参画が

重要だと認識しています。 



№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

１１ 高齢者支援 ファミリーサポートセンターにも携わっているが、とて

も良い取組だと感じている。 

高齢者の知識や経験を若者のサポートに繋げることで、

高齢者の活躍の場・いきがいになると思う。 

地域やまちづくりに貢献したいという高齢者の想いをま

ちづくりに活かす提案について、計画策定の参考にさせ

ていただきます。 

１２ 高齢者支援 総合福祉センターの分館内にある地域包括支援センター

について、手狭に感じている。 

空き家等の活用を含めてスペースの確保をお願いしたい

が、財政負担のみに頼るのではなく、知恵を出して取り

組むことが重要だと感じている。 

令和５年１月に千代田地域包括支援センターを開所した

ところです。総合福祉センターの分館内にある地域包括

支援センターについて、ご意見を参考にさせていただき

ます。 

１３ 障害者支援 近所に目の不自由な方がいるが、お話を聞くと点字ブロ

ック整備が必要だと思う。 

本市には盲学校や点字図書館があります。様々な主体と

連携し、障がいのある方にも住みやすいまちになるよう

進めてまいります。 

１４ 地域福祉 高齢者が気軽に訪れられる美術展示、喫茶店などがあれ

ば、外に出る機会が増え、健康寿命の延長につながると

考える。 

高齢者がまちの中で居場所を感じられるまちづくりが必

要と考えています。文化・芸術の視点での高齢者の居場

所の確保について、いただいたご意見を参考にさせてい

ただきます。 



№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

１５ 地域福祉 近所に生活状況が気になる家がいくつかあった。 

困っている家庭に寄り添うことが重要だと思うが、こう

いった家庭の声は中々届きづらいと思う。計画の中で取

り組んでもらいたい。 

４つのまちづくりの道の中で、「人によりそうやさしい

道」を定めています。ご意見を参考にさせていただきま

す。 

１６ 健康づくり AEDについて、設置促進を検討してほしい。 AEDについては、市役所、公民館のほか、各小中学校に

も AEDを設置し、使用方法の講習を実施しているところ

です。ご意見を参考にさせていただきます。 

１７ 防災・減災 災害等の緊急時に LINE等で配信すると良いのではない

か。 

緊急時に災害情報を配信する「よめーる」があります。 

さらなる周知方法等も検討をしていきたいと考えます。 

１８ 防災・減災 自然災害への備えとして、宅地造成の際に電柱の地中化

などを開発事業者にお願いすることも良いのではない

か。街路樹についても大きくなりすぎて管理に困るケー

スもあるので、その点も考えて植樹してほしい。電気・

水道・下水を一体化できないものかと思案している。コ

ンパクトにすればメンテナンスも容易になるのではない

か。 

災害に強いインフラの整備について、ご意見を参考にさ

せていただきます。 

１９ 防災・減災 危機管理の視点では、ペットを含めた防災・避難所運営

が重要だと思うがいかがか。 

ペットを含めた防災・避難所運営について、調査検討を

進めます。 

また、ペットの取り扱いについて、平時から市民活動の

中で浸透させることも重要だと認識しています。 



№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

２０ 防災・減災 新たな計画では、安全・安心なまちづくりを計画のベー

スとして重要に捉えてほしいと思う。 

ご意見を参考にさせていただきます。 

２１ 防犯・交通安

全 

深夜、駅付近の安全性はどうなのか。 警察と連携し、情報交換や治安の維持に今後も努めてま

いります。 

２２ 防犯・交通安

全 

課題マップの中で、刑法犯認知件数について減少傾向と

記載があるが、０件に向けて強力に推進してほしい。 

本市は、一市一署で恵まれた環境にあり、積極的に警察

と情報交換しています。引き続き刑法犯認知件数の減少

に向け、安全・安心なまちづくりを推進していきます。 

２３ 防犯・交通安

全 

高齢者に寄り添った施策を展開してほしい。具体的には

運転免許証の返納について、フォローするような施策が

必要だと思うので、県とも連携してほしい。 

 

運転免許証の返納後をフォローする施策について、ご意

見を参考にさせていただきます。 

２４ 子ども教育 まちづくりのベースであるのは子どもや家庭であり、誰

一人取り残さないという視点が重要だと思う。不登校に

なる要因は個々で異なるため、寄り添った支援が必要だ

と思う。 

全国の不登校の現状について、おおよそ小学校で 

１．３％、中学校で５％前後が不登校となっており、本

市においても、全国平均と同程度と認識しています。 

令和５年度から段階的な登校に向けての支援として、市

内全中学校に校内教育支援センターを設置し、専任の職

員を配置しております。 



№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

２５ 子ども教育 不登校への受け皿としてフリースクールに興味がある。

学力を伸ばすことに主眼を置くことがすべてではないと

思う。 

不登校はもちろん、学校からはなれてしまった人への受

け皿として、フリースクールの調査検討を進めてまいり

ます。 

２６ 子ども教育 不登校問題について、具体的な解決方法が必要だと思

う。 

家庭・学校・関係機関が連携して学校復帰・社会的自立

への手立てを考え、支援していきたいと考えています。 

２７ 子ども教育 学生時代を振り返ると校歌を歌う機会が少なく、卒業後

も校歌を覚えている人は少ないと感じている。 

児童生徒を対象とした校歌のコンクールを開催して、愛

校心・郷土愛を醸成してはどうか。 

子どもたちの愛校心を養うことは重要だと認識してお

り、授業を含めた学校生活の中で校歌を歌う機会や愛校

心・郷土愛を高める取組について、調査検討を進めてま

いります。 

２８ 文化・スポー

ツ 

文化、芸術の振興を図ることが重要だと考える。 すべての世代で文化、芸術の振興が行きわたるようにこ

れからも取組を進めていきたいと考えています。 

２９ 文化・スポー

ツ 

文化・芸術の振興に向けて、市内で活動する芸術家や文

化人をまちづくりに参画させてはどうか。文化・芸術の

振興は個人の力では限界があるので、行政の後押しをお

願いしたい。 

市内には、文化・芸術の点で誇れる有識者が多いと感じ

ています。振興に向けて市民と行政が連携することが重

要だと認識しています。 



№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

３０ 文化・スポー

ツ 

コロナ禍までは小学校で語り部をやっていて、子どもた

ちに喜んでもらえていた。 

近所には、習字・着付け・茶道・華道など日本の伝統文

化を教える先生がいる。高齢化社会が進行している中

で、このような方たちに学校教育への参画をお願いでき

ないかと感じている。 

経験豊富な高齢者の方たちの学校教育への参画につい

て、地域コーディネーターを通じて推進しています。ポ

ストコロナに向けた取組について、ご意見を参考にさせ

ていただきます。 

３１ 文化・スポー

ツ 

四街道は歴史を大事にしているが、郷土愛をさらに育む

教育をしてほしい。 

郷土愛の醸成は重要だと認識しています。 

ご意見を参考にさせていただきます。 

３２ 文化・スポー

ツ 

本市の文化として、遺跡や民俗散歩、中世の城といった

ものがあると思う。こういった魅力の発見のため、四街

道マップ活用交流会がウォーキングマップを作成したの

で市内外に配布をしたいと思っている。 

文化財について、様々な方に知っていただくため、ご意

見を参考にさせていただきます。 

３３ 環境保全 立場の弱い人が暮らしやすい社会とは健常者も暮らしや

すい社会であると思う。食料政策・エネルギー政策につ

いて、市としてできることを検討してほしい。 

立場の弱い人に寄り添うための取組は重要だと認識して

います。農業体験や地産地消、ゼロカーボンシティ宣言

などの取組のほかエネルギー政策等については、本市と

してできることの調査検討を進めてまいります。 

現在、環境基本計画策定を進めており、サーキュラーエ

コノミーの視点についても調査検討を進めてまいりま

す。 



№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

３４ 環境保全 ヤード問題についてどのように考えているのか。 不法ヤードについて、県や警察と連携し、徹底的に向き

合っていきたいと考えています。 

３５ 環境保全 千代田地区は緑が多く住みやすいと感じているが、畑が

減少し、資材置き場が増えてきていると思う。環境に影

響のある企業の誘致については、規制を設けることも含

めて検討してほしい。 

市内では、大日・鹿放ケ丘でヤードが増えています。不

法ヤードに対しては県や警察との連携により、条例に基

づく指導を行っています。 

３６ 住環境 駅を降りてからの景観も重要だと思う。役所周りを含め

て花壇の植栽など景観づくりに力をいれてはどうか。 

魅力的な景観づくりについて、取組の調査検討を進めて

まいります。 

３７ 住環境 四街道駅前の景観向上に向けて、正岡子規の句碑をはじ

め噴水や大時計に親しめるよう、整備等を行ってほし

い。市の花であるサクラソウの植栽についても一つの方

法だと思う。 

ご意見を参考にさせていただきます。 

３８ 住環境 ボール遊びのできない公園が多いと思うが、規制の是非

について検討願いたい。 

公園のボール遊びについて、道路への飛び出し等の危険

があることから多くの公園で禁止になっていますが、ご

意見を参考にさせていただきます。 

３９ 住環境 空き家対策が必要ではないか。 四街道市は空き家が減っており、若い世代が地域コミュ

ニティを活性化する動きがあるものの、危険な空き家も

あるため、改善を図っていきたいと考えています。 



№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

４０ 住環境 第二グリーンタウンでは昨年１０月からの半年で３件の

空き家が発生し、そのうち１件で空き巣が発生した。空

き家の流動性を確保するため、補助を含めて取組を検討

してほしい。 

空き家の流動性の確保は、まちの安全の担保や新たな活

力を生むことにつながると思う。 

安全・安心なまちづくりのため、毎月四街道警察署長と

の意見交換を行い、連携強化を図っております。 

空き家問題について、流動性の確保に向け、ご意見を参

考にさせていただきます。 

４１ 道路・交通 市内の歩道について、ケガをされる方も出ているため、

交差点の在り方について、今一度検討願いたい。 

歩道について、だれもが歩きやすい・バリアフリーの視

点に基づき、ご意見を参考にさせていただきます。 

４２ 道路・交通 ワークショップ四街道（就労継続支援Ｂ型事業所）に携

わっているが、視覚障がい者は点字ブロックが重要であ

る。点字ブロック上に自転車を止めているケースもある

ので、福祉教育が必要だと思う。 

ご意見を参考にさせていただきます。 

４３ 道路・交通 自転車と高齢者の接触事故によって高齢者が亡くなった

事件もあった。自転車は今後増えてくると思うので、道

路を作る際は自転車専用道路の整備が必要ではないか。 

また、自転車のルールについて、勉強会を年配者や子育

て世帯向けにも行ってはどうか。 

自転車について、自転車ネットワーク計画を現在策定し

ているところであり、併せて自転車ルールのさらなる周

知・啓発方法についても進めてまいります。 



№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

４４ 道路・交通 道路や公衆トイレなど、問題と認識しつつも財政上の制

約から解決が難しいものがあると認識している。 

改善に向けては総合計画上に問題の認識としてその点を

記載する必要があるのではないか。 

道路について、市民意識調査にて重要度が高い分野であ

る一方、現状不満という意見もあり、各事業の財政的な

裏付けも含めて総合計画の中で検討を進めてまいりま

す。 

４５ 道路・交通 本市には行政や民間で良い取り組みがあると思うが、サ

ービス拠点までの移動手段が弱いと感じている。 

車を運転できない方でも利用できるように、交通網の整

備を検討いただきたい。 

交通事業者の経営的な観点も考慮が必要となりますが、

社会インフラとしての交通網の整備について、ご意見を

参考にさせていただきます。 

４６ 道路・交通 千葉駅から四街道駅方面への終電の時刻を延びると、住

みやすさ等が向上するのではないかと考えるがいかが。 

これまでも同様の声をいただき、ご意見を踏まえ、近隣

市町と連携してＪＲに要望を行い、終電時刻が延びた経

緯があります。ご意見のとおり、交通の便は住みやすさ

に大きく関わっていくものとなるので、今後も関係機関

と話し合いを行ってまいりたいと考えています。 

４７ 市街地形成 駅前の再開発についてのお考えを伺いたい。 駅前の再開発については、社会経済情勢を鑑みながら、

調査検討を進めてまいります。 

４８ 市街地形成 市として、子どもが増えている一方で旭ケ丘やみそらな

ど高齢化が進んでいる地区がある。地域の格差があるの

で、地域ごとの取組が重要ではないか。 

ご意見を参考にさせていただきます。 



№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

４９ 産業・就業支

援 

人口の維持はもちろん、商業施設の流失についても歯止

めをかけてほしい。市民と商業施設との絆の醸成が必要

だと思う。 

顧客である市民と商業施設のつながりは、重要だと認識

しています。そのため、行政と企業との関係づくりとし

て、今年度から企業立地・農商工連携推進室を設置し、

市内外の企業へ訪問を行い、企業の考え等を伺っている

ところです。 

５０ 産業・就業支

援 

夢を叶えようとする若い世代は四街道で創業するに当た

り、売り上げや経営などで不安があると推察される。そ

ういった若者を応援する施策、相談体制、情報発信の充

実が必要と考えるがいかがか。 

基本構想骨子（案）において、「未来を応援する道」と掲

げたところであり、ご意見は、今後の参考にさせていた

だきたいと考えています。情報発信や、相談体制等のつ

ながりについて、四街道市のネットワークを活かす取組

を考えていきたいと思います。 

５１ 産業・就業支

援 

市民生活はもちろん子育てのためには、雇用の充実が重

要である。デジタル系をはじめとした企業誘致が重要だ

と思う。市の立地を考えれば、外資系企業の誘致も検討

してはどうか。 

４つのまちづくりの道の中で雇用の創出を対応すべき課

題としてとらえています。企業誘致に向けては令和５年

度から企業立地・農商工連携推進室を設けて取組を強化

してまいります。 

５２ 産業・就業支

援 

福祉の充実や子どもにとってより良い未来を創るには企

業誘致が必要だと思うがいかがか。 

企業誘致については、空き店舗の活用を進めるととも

に、令和５年度から企業立地・農商工連携推進室を設置

し、市内外の企業訪問を行っています。 



№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

５３ 産業・就業支

援 

人口の維持に向けては、まちの緑を豊かにすることや郷

土愛の醸成が重要であり、その根底にあるのは農業であ

る。 

個人的な経験として、農福連携に携わってきた。四街道

でも携わりたいと思っており、B型の就労継続支援事業

所をつくったところだが、今後 A型の就労継続支援事業

所をつくりたいと思っている。今後の農業人口増加に向

けて取り組む必要があると思う。 

農業人口の増加に向けては担い手の確保や収入の面や耕

作地の課題がありますが、農福連携は障がいを持つ方の

自立に向けて効果的だと伺っています。 

収入の面では６次産業化が効果的であるという意見もあ

ります。本市では、新たに設けた企業立地・農商工連携

推進室の中での取組等を通じて、農商工連携を推進して

いきたいと考えています。 

５４ 産業・就業支

援 

市内の梨園が減っているようだが、食料自給率について

はどのようにお考えか伺いたい。 

食料自給率について、本市だけで算出することは難しい

ですが、子どもたちに地産地消の取組を知ってもらうな

ど、本市への関心を高めることが重要だと認識していま

す。 

本市産の農産物の普及促進については、企業立地・農商

工連携推進室で調査検討を進めてまいります。 
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５５ みんなで地域

づくり 

四街道で生活していた若い世代が多く、他市町村に転出

していると感じており、転出した若い世代が、再び四街

道市にもどってくるようなまちづくり、イベント等が大

切であると考える。 

そのため、ふるさとまつりのような参加者が思い出とな

るような催しを増やすことについていかがお考えか伺

う。 

令和４年度に若者を対象として実施したアンケートで

は、仮に市から転出した場合でも、６割以上が、いつか

は市に戻ってきたいとの結果であり、四街道市に戻って

くるための働きかけは大切だと考えています。 

また、四街道市に住んでいる方について、お祭りやイベ

ント等を通じて、記憶に残る思い出を作っていただくこ

との重要性を感じています。 

５６ みんなで地域

づくり 

まつりのような行事と学生をマッチングし、若者主体で

地域を盛り上げたいと思っている。 

私が携わったケースでは、まちづくりに関わった学生が

そのまま定住したこともあったため、四街道市でも定住

や関係人口の増加につながるのではないか。 

昨年のふるさとまつりでは、千葉敬愛高校と協力して盛

り上げていただきました。 

地域のイベントの担い手に困っている自治会等もあるた

め、若者との連携について調査検討を進めてまいりま

す。 

５７ みんなで地域

づくり 

現在は自治会の維持が難しくなっていると感じている。

学校教育の中で部活動の地域移行が進められていると思

うが、その中で自治会の経験・知見をいかしてほしい。 

ご意見を参考にさせていただきます。 

５８ みんなで地域

づくり 

市政について、意思決定の過程を公開することや、市民

意識の反映について、さらに努力してほしい。 

行政の透明性の確保について、重要だと認識しており、

ご意見を参考にさせていただきます。 

５９ シティセール

ス 

四街道市は地域愛が強い市民が多いと感じており、ふる

さと祭り等市民にとっての魅力をもっと市外に発信でき

たら良いのではないか。 

これまで以上に市外にも魅力を発信していけるように力

を入れていきたいと考えております。 



№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

６０ シティセール

ス 

四街道市といえばというような知名度の向上につながる

要素・広報があれば良いと感じており、協力できること

があれば協力したいと感じている。 

シティセールスの点でいえば、動画制作など試行錯誤を

続けており、ふるさとまつりなど特徴的なイベントの更

なるＰＲを進めてまいります。 

６１ シティセール

ス 

魅力ある市とするため、市政だよりの充実も重要だと思

う。健康づくりについての情報提供として体育施設の利

用案内や居場所づくりとしてのサークル活動について内

容を充実してはどうか。 

本市は居場所づくりとしての行事やイベントが充実して

いると思います。周知の充実に向けてご意見を参考にさ

せていただきます。 

６２ 行財政運営 デジタル化についてどのように考えているのか。 実施に向けた課題が多くありますが、行政手続きのオン

ライン化やスマートシティについても推進していきたい

と考えております。 

６３ 行財政運営 将来人口について、当初推計したものよりも減少幅は狭

まることから、税収については現状よりも減少するので

はないか。そのため、優先順位を定めた施策の展開が必

要であり、県との連携が重要となると思う。 

財政・財源について、企業立地も含めて計画の中で調査

検討を進めてまいります。取組については、県との連携

に関しての検討を進めてまいります。 

６４ 行財政運営 DXについては、新たな産業のタネにもなり得る。データ

サイエンティストを市に設置することや CIO（チーフイ

ンフォメーションオフィサー）の設置などを検討してい

るのか。 

行政のみならず、まち全体のデジタル化などについても

調査検討を進めてまいります。 



№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

６５ 行財政運営 鷹の台に市の施設を建ててもらいたいが、財政的な負担

が大きいことは承知しており、自治会が一部負担する・

企業からの寄付を募る・大学のサテライト室を設けるな

ど、様々な手法を検討しているところである。 

鷹の台は千葉市の御成台が近いこともあり、千葉市との

連携も含めて検討する余地があるのか伺いたい。 

産官学の連携や自治体間の連携は重要だと認識していま

す。 

今後も地域との対話を重ねてまいります。 

６６ 行財政運営 第二庁舎は、新庁舎へ機能を移転すると伺っているが、

利活用に向けて外壁や床面を綺麗にしてはどうか。 

第二庁舎については、新庁舎への移転後、現施設は廃止

する方針となっています。 

６７ 行財政運営 四街道の人口について、どのようにお考えか伺いたい。 人口については、四街道を住む場所に選んでいただき、

さらに住み続けたいと思っていただくことが重要と認識

しています。 

６８ 行財政運営 行政運営の中で公益通報制度の適切な活用をお願いした

い。 

公益通報者保護制度について、今後も通報者を保護しな

がら適切に運営してまいります。 

６９ 共生社会 姉妹都市交流の継続は重要であると考えているが、いか

がか。 

市の子どもたちが世界とつながれる環境をつくっていき

たいという想いがあり、姉妹都市交流も重要ですが、オ

ンライン等で日常的につながれる環境を目指していきた

いと思っています。 
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７０ 共生社会 日本の繁栄のもとは人づくりであり、グローバルな人材

づくりが重要である。四街道市はリバモアと姉妹都市に

なって４０年経っており、留学生派遣に２０年、全小学

校を教育課程特例校と指定してからも４年程度経ってい

る。リバモアへの短期留学生派遣は夢・目標の実現に向

けてよい取り組みであり、市のセールスポイントにな

る。国際交流に携わっているが、新型コロナウイルス感

染症の影響により交流が絶たれており、早期の再開を望

んでいる。 

今後のリバモアとの交流について、アフターコロナを見

据えた調査検討を進めてまいります。 

また、人材・人づくりについては、子どもや若者の体験

の場・今あるものを磨くことも含めて調査検討を進めて

まいります。 

７１ 共生社会 共生社会の点で外国人と会うことが増えてきた。 

外国人が出生届を出さないこともあると聞いている。デ

ータとして把握するのが難しいのではないか。合計特殊

出生率について、外国人の割合を出すことはできるか。 

外国人の出生が増える一方、日本人の出生が減っていけ

ばさらに検討が必要になると思う。 

また、一部違法ヤードなどで、問題行動を起こす外国人

もいると聞いているので、対応が必要ではないか。 

外国人に限定した合計特殊出生率は統計では公表されて

いません。 

市民のうち約３％が外国人となっていますが、外国人す

べてが問題を起こすわけではなく、まちに溶け込む努力

をしている外国人もおられます。不法ヤードへの対策な

どについては、毎月四街道警察署との意見交換を行って

います。 

 

７２ 共生社会 多文化共生の点について、四街道市は外国人が増えてお

り、今後減ることはないと思う。その中で、市として教

育から就業までのサポートが必要ではないかと思うの

で、計画に取り入れてほしいと思う。 

多文化共生への取組について、調査検討を進めてまいり

ます。 

 



６.タウンミーティングの対象としていない意見 

№ 施策分野 意見の概要 市の考え方 

１ その他 市議会をオープンにした方が良いのではないか。 市議会を傍聴できない方のため、インターネットによる

オンライン配信を行い、多くの市民の方にご覧いただけ

るよう努めております。 

２ その他 未来は不確定なものであり、今までの問題を足元から解

決していくことが重要だと思う。 

また、選挙の投票率が低いと感じており、市議会の効果

的な運営が必要ではないか。 

本日のテーマは長期的な視点である基本構想の骨子案で

あるため、その点はご了承ください。 

市議会の運営については、行政の立場から言及すること

は差し控えさせていただきます。 

３ その他 選挙の際に候補者の方の情報が少ないと感じている。 

投票の際には、選挙公報を参考にしているが、経歴や考

え方がわかるものがあると良いと感じている。 

選挙にあたっては、候補者の氏名、経歴、政見等を掲載

した選挙公報を発行しております。その原稿について

は、候補者ご自身が作成しているものでありますので、

内容について行政の立場から言及することは差し控えさ

せていただきます。 

４ その他 四街道市の歌を作ってはどうか。 ご意見を参考にさせていただきます。 

 


